
イギリス産業革命の要因
18世紀後半のイギリスには、産業革命が起
きるのに必要な条件がそろつていた。
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■産業革命 3つの革命
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技術穀請憾露‰難が場。

`  1動力鵞諄聾話篠課雷簾
交通 靱 船が登場。

資本 の蓄積

マニフアクチュアの発達や、

大西洋の三角貿易をはじめと

する国際商業の発達により、

資本が蓄積されていた。

ロ
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命

「世界の工場」イギリス
パックス=ブリタニカ
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豊富な労働力       |
農村での日いこみ(第 2次 )により |
土地や仕事を失つた農民が、新た |

な工業労働者となつた。     |

1豊富な資源
1石炭や鉄鉱石など、工業の原
1料や燃料となる地下資源が豊
1 富にあつた。

経済活動の自由
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2度の革命(ピューリタン革命と名
誉革命)を へて、中世的な商業特
権やギルドがなくなつた。

1自然科学の発達

|ニュートンカ学に代表される近代

1科学・思想の発達が、技術革新の
1下地となった。

ロケット号
スティーヴンソン (1781～
1848年 )が 1829年 に製作し
た蒸気機関車。リヴァプール

とマンチェスターを結ぶ鉄道で

使われた。

市場の拡大     |
北米やインドなどに植民地 |

を得ることで、広大な市場 |
が形成されていた。

世
界
に
先
駆
け
て
イ
ギ
リ
ス
で

始
ま
っ
た
産
業
革
命
は
、

経
済
や
社
会
の
し
く
み
を

大
き
く
変
え
て
ゆ
く
。
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産
業
革
命
で
「世
界
の
工
場
」
に

な
つ
た
イ
ギ
リ
ス

‐８
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
産
業

革
命
は
、
世
界
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
産
業
革
命
と
は
、
機
械
制
工
業
の
急
速
な

発
達
に
よ
っ
て
生
産
性
が
増
し
、
資
本
主
義
社

会
へ
の
移
行
が
進
む
こ
と
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
は
、
早
く
か
ら
毛
織
物
な
ど
の

了

一フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
（
工
場
制
手
工
業
）
が
発
達
し

て
資
本
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
２
次
国

い
こ
み
に
よ
っ
て
農
村
に
余
剰
人
口
が
生
ま
れ
、

工
場
で
の
労
働
力
を
提
供
で
き
た
こ
と
、
蒸
気

機
関
が
改
良
さ
れ
て
紡
績
機
な
ど
に
利
用
さ
れ

た
こ
と
、
石
炭
や
鉄
鉱
石
な
ど
の
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
産
業
革
命
を
可
能
に
す

る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

，こ
れ
ら
の

条
件
に
よ
リ
イ
ギ
リ
ス
で
は
綿
工
業
、
機
械

工

業
、
製
鉄
業
な
ど
が
急
速
に
発
達
し
た
。
ま
た
、

蒸
気
機
関
車
の
発
明
に
よ
り
、
原
料
や
製
品
が

大
量
に
運
搬
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

１９
世
紀
半

ば
に
改
良
が
進
ん
だ
蒸
気
船
と
と
も
に
、
交
通

革
命
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
は

「
世
界
の
工
場
」
と
な
り
、
工
業
生
産
に
お
い
て

他
国
を
圧
倒
す
る
よ
う
に
な
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
に
も
波
及

し
、
世
界
は
イ
ギ
リ
ス
を
筆
頭
と
す
る
資
本
主

義
諸
国
と
、
そ
れ
に
従
属
す
る
地
域
に
分
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
中
心
の

世
界
秩
序
を
バ
ッ
ク
ス
＝
ブ
リ
タ
ニ
カ
と
よ
ぶ
。

そ
の

一
方
で
、
産
業
革
命
は
安
い
賃
金
で
過

酷
な
労
働
を
強
り
う
れ
る
労
働
者
階
級
を
生
み

出
し
、
貧
困
層
の
増
大
、
都
市
部
に
お
け
る
ス

ラ
ム
の
形
成
、
公
害
、
犯
罪
の
増
加
な
ど
の
社

会
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
改
善
、
解
消
を
目
ざ
す
社
会
主
義
思
想
が
誕

生
す
る
こ
と
と
な
る
。

資本主義の確立
産業資本家の台頭

■

労働運動の高揚     労働問題・社会問題の発生
社会主義・共産主義思想の誕生    低賃金と労働者の酷使

児童労働  生活環境の悪化

産業革命の波及
フランス、アメリカ、ドイツ、ロシア、日本など
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囲いこみ機尋鍋異瑞脇懸担∬イ否島:∃千3臨虐ぶI訟鼈 氾 1里穏 Ⅷ 熙滉醍間を
合法的に行われたもので、独立自営農民が没落し、工業労働者として都市に流入することとなった。 98
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